
食　　物

1Ja-3 家庭調理におよぼす食の社会化の影響
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　目的　近年、調理食品や半調理食品が年毎に多く市販されるようになり、持ち帰り弁当も盛況となり、また、ファミリーレストランなどの外食も著しく増加している．これらの
利用の増加原因は外食産業の進展、女性の社会的進出による調理労力のm減、調理時間の
短縮による能率化．冷凍冷蔵庫、電子レンジの普及．余暇時間増によるレジャー志向など
によるものと考えられる．そこで．著者らは．今後の調理の指導や食品の選択購入にあた

って．示唆を得たいと考え、家庭における外部調理利用の実態を調査し、その結果、いく
つかの知見を得たので報告する．

　方法　調査対象は東京都の地域の異なる公立の３小学校６年生各校３クラス計345名の家庭とした．回収率は各校とも85～90%であった．

　調査方法は質問用紙を児童に持ち帰らせ．原則として母親に記入を依頼し．回収すると
いう方法をとった．

　結果　①市販そうざい、レトルト食品．半調理品は多くの家庭で時々利用されていた．②家族いっしょの外食は．月１～２回が31､2%、年に2～6回が約20%であった．　③持．
ち帰り弁当は週１～２回が21､1%、月１～２回が51,2%であった．　④家庭での手作りが
減少していると思われる料理と菓子の調査では、既製品利用度の高いものとしては柏餅,
86､7%、クリスマスケーキ64.5％で手作りの多いものとしてはちらしずし68.6％.おはぎ
55,6%、おせち料理は併用.が多かった．　⑤r調理法を知らない」「調理が好きでない」
ために外部調理を利用する人がいるが、手作り調理は将来共に必要である．

1 Ja-4 カレーライスとがめに：家族が好む料理と主婦が得意とする料理からみた
大分県日田・玖珠地域の食生活

大分大教育　　安部テル子

目的：食文化という言葉が使われるようになってから久しい。食の社会fﾋｶ1広がり、家庭

における食生活の危機が言われるようになったのと同時期であるように思える。味覚は保
守的であり、故に食生活は変わりにくいとされながらも、それは着実に変わっている。大
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　､･ミミ　V’W－ミー|¶i゛-￥方法：調査は日田市、玖珠町、津江村においてアンケート方式で行った。調査項目は買い

置き食品の品目、料理の手作り度、家族が好む料理、主婦が得意とする料理、および実際
に作られる料理などである。

結果：家族が好む料理と主婦が得意とする料理とでは、かなりの違いがある。家族が好む

料理は、カレーライスが１位である。これに焼き肉、サラダ、煮物が続き。主婦の得意と

する料理としては１位であり、福岡およびこの日田市の郷土料理である「がめに」は１０

位以下に下がる。またカレーライスを得意とする主婦は、家族が好むとする数の４分の１

にすぎない。そのほかに家族は好む料理とされるが、主婦はあまり得意とはしない料理は、

焼き肉、すき焼き、鍋物等がある。反対に、主婦は得意とするにも関わらず、家族に好ま

れるとされない料理としては、すし、コロッケ、茶碗蒸し、ぎょうざ、山菜おこわ、など

がある。これらの結果をもとに、現代の人々の家庭料理に対する意識や実際の食生活など
を考察する。
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